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美
浜
町
障
害
者
基
本
計
画 

・

　

第
3
期
障
害
福
祉
計
画
を
策
定

　

現
状
と
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
策
定

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

吉
田)☎

32
‐
６
７
０
４

　

こ
こ
ろ
美う

ま

し
美
浜
の
実
現
を
目
指
す

　

｢

美
浜
町
障
害
者
基
本
計
画｣

と｢

第
3
期
障
害
福
祉
計
画｣

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
、
山
口
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
町
の
障
が
い
者
施
策
の
基
本

方
針
を
体
系
化
し
た
も
の
で
、
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
の
目
標
及
び
具
体

的
な
取
り
組
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
12
月
か

ら
、
策
定
委
員
会
が
障
が
い
者
の
親
の

会
や
関
係
福
祉
団
体
か
ら
現
状
や
要
望

の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
協

議
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
は
、改

正
障
害
者
基
本
法
の
考
え
方
も
反
映
し

て
い
ま
す
。

　

第
3
期
障
害
者
福
祉
計
画

　

福
祉
計
画
で
は
、
5
つ
の
基
本
方
針
の

も
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
一
般
就

労
へ
の
移
行
者
数
や
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
数
等
に
つ
い
て
、
目
標
値
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
4
月
の
改
正
自
立
支

援
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
、
①
障
害
児
支
援

の
た
め
の
計
画
的
な
基
盤
整
備
、
②
相
談

支
援
体
制
の
充
実 

の
2
つ
を
重
点
課
題

に
設
定
。
特
に
②
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
の
連
携･

協
力
体
制
の
強
化
や
、
若
狭

町･

美
浜
町
地
域
障
害
児(

者)

自
立
支
援

協
議
会
の
組
織
強
化
と
連
携
等
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
推
進
の
た
め
に

　

両
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
計
画
を
広
く
一

▲

 計画の体系

　

美
浜
町
障
害
者
基
本
計
画
の
基
本
理

念
は
、｢

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
ぬ
く
も
り
あ

る･

こ
こ
ろ
美
し
美
浜
の
実
現｣

で
す
。
ま

た
、
計
画
の
推
進
方
針
と
し
て
、｢

認
め

合
い
、
支
え
合
う
ま
ち｣

と｢

そ
の
人
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
ま
ち｣

の
2
つ
を
設
定
し

て
お
り
、
計
画
の
体
系
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　

体
系
中
の
基
本
目
標
で
、
特
に
重
点
項

目
と
し
て
い
る
の
は
、
①
、
③
、
⑤
の
3

つ
。

　

①
と
③
の
達
成
に
向
け
て
は
、
身
体
、

知
的
障
が
い
者
に
対
す
る
相
談
員
の
配
置

及
び
連
携
の
強
化
や
、障
が
い
の
早
期
発

見･

早
期
療
養
の
推
進
等
を
取
り
組
む
べ

き
施
策
と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
福
祉
教
育
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
を
地
域
で
支
え
合
う

体
制
を
作
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推

進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

基本目標 基本的方向性

① 福祉サービ
スの充実と相
談体制･権利擁
護の強化
(重点項目)

1 相談機能の充実

2 障害福祉サービスの充実

3 権利の擁護

② 安全･安心
と住まい、情報
コミュニケー
ションの確保

1 安全･安心の確保

2 住居の確保･改善への支援

3 情報提供とコミュニケーション支援の充実

4 制度の周知

③ 発達支援･
教育、保健･医
療の充実
(重点項目)

1 療育及び教育の充実

2 健康づくりの推進

3 医療負担及び障害軽減への支援

④ 就労支援の
充実と移動支援
･社会参加の促
進

1 就労への支援

2 社会参加の促進

⑤ 共に暮らす
環境の整備
(重点項目)

1 心のバリアフリー化

2 生活環境のユニバーサルデザイン化の推進

3 地域で支え合う意識と体制作り

般
に
周
知
し
、
理
解
を
得
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健･

医
療･

福
祉･

教
育･

就
労

分
野
で
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

と
の
協
働
体
制
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
3
か
年
で
、
毎

年
度
、
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
点
検

･

評
価
を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。
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平成24年4月から｢子ども手当｣にかわって
　　　　　　　　　　　｢児童手当｣が始まりました

　｢児童手当法の一部を改正する法律｣が、4月1日から施行されました。
　これにより、平成24年4月からは、これまでの｢子ども手当｣にかわり
｢児童手当｣が対象者に支給されます。

● 

支
給
対
象
は
？

● 

手
続
き
は
必
要
？

　

0
歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

※
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
施
設
設
置
者

が
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

▽
4
月
1
日
以
降
に
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
さ
れ
た
方

▽
4
月
1
日
以
降
に
出
生
等
に
よ
り

新
た
に
受
給
対
象
と
な
る
方
、
ま
た

は
養
育
す
る
子
ど
も
の
人
数
が
増
え

た
方(

子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
方
も
含

む)▽
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
が
、
子
ど
も
手
当
を
受
給

し
て
い
な
か
っ
た
方

　

平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
、
子
ど

も
手
当
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
原
則
と
し
て
自
動
的
に
新
し

い
児
童
手
当
の
受
給
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
改
め
て
の
申
請
手
続
き
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
毎
年
6
月
に
行

う｢

現
況
届｣
は
、
す
べ
て
の
受
給
者

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
町
福
祉
課

で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

● 

所
得
制
限
は
？

　

下
表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
平
成
24
年
6
月
分
か
ら
、
支
給

対
象
と
な
る
子
ど
も
1
人
に
つ
き
、

月
額
5
千
円
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

扶養親族等
の数

所得制限
限度額(万円)

収入額の
目安(万円)

0人 622.0 833.3

Ⅰ人 660.0 875.6

2人 698.0 917.8

3人 736.0 960.0

4人 774.0 1002.1

5人 812.0 1042.1

※6月の現況届で所得を確認後、
　6月分から適用されます。

● 所得制限限度額 ● 4月からの児童手当支給月額

※所得制限が適用されない方については、平成23年10月からの
　子ども手当(特別措置法)の支給額と変更はありません。

区分 所得制限額以下の受給者 所得制限額を超えた
受給者(平成24年6月分～)

0歳から
3歳未満 15,000円(一律)

5,000円(一律)3歳から
小学校修了前

・第1子と第2子 10,000円
・第3子以降　　15,000円
 ※児童福祉施設入所の場合
　　　　　　　    10,000円

中 学 生 10,000円(一律)

※お問い合わせ先　町福祉課(担当･入江) ☎32‐6704

その他のお知らせ

▼支給日を変更します
　手当支給日が、定期支給月(6月･10月･2月)の｢7日｣から｢10日｣に変更となります。
　※10日が土日祝日の場合は、直前の平日が支給日になります。

▼今後の手当支給の予定
①平成24年2月･3月分の子ども手当と4月･5月分の児童手当･･･6月8日に支給
②6月から9月分の児童手当･･･10月10日に支給
③10月から平成25年1月分の児童手当･･･平成25年2月8日に支給

▼｢現況届｣の提出が必要です
　児童手当を受給している方は、毎年6月に｢現況届｣の提出が必要です。提出がないと
6月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。
※対象者には、町から｢現況届提出のお知らせ｣を6月頃にお送りします。

(※10日が日曜日のため)
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、3月17日から4月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

第
１
７
５
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催

　
　
　

月
29
日
に
、
町
役
場
で
第
１
７
５

　
　
　

回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、
原
子
力
安
全･

保

安
院
か
ら
、
福
島
第
一
発
電
所
で
の
地
震

･

津
波
等
の
評
価
や
、
福
島
事
故
を
踏
ま

え
取
り
ま
と
め
た
30
項
目
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
ま
た
関
西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
発

電
所
の
近
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し

た
。

　

原
子
力
安
全･

保
安
院
か
ら
説
明
を
受

け
た
委
員
か
ら
は
、

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

↑福島事故を踏まえ取りまとめた30項目の安全対策を説明
　する森下地域原子力安全統括管理官

　
　

  

発
電
所
内
の
要
員
を
増
や
し
て
も
、

非
常
用
電
源
等
を
配
備
し
て
い
る
高
台
ま

で
直
ぐ
に
行
け
る
の
か
。
夜
間
等
の
事
故

に
備
え
、
最
低
限
の
要
員
を
高
台
近
く
に

待
機
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

問
1

　
　

  

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
で
は
、
津
波
の
破

壊
力
も
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

問
2

　
　

  

福
島
で
は
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
が

機
能
し
な
か
っ
た
が
、緊
急
時
の
指
示
命
令

の
機
能
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問
3

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
原
子
力
安
全

･

保
安
院
は
、

　
　

  

最
寄
り
の
寮
か
ら
必
要
な
要
員
が

徒
歩
で
参
集
す
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る

が
、
気
象
条
件
が
厳
し
い
こ
と
も
考
え
ら

答
1

れ
る
の
で
、
今
後
も
強
化
を
図
る
た
め
に

工
夫
す
る
点
が
な
い
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夜
間
に
つ
い
て
は
、

大
型
の
ラ
イ
ト
を
用
意
す
る
等
、
現
場
も

日
々
工
夫
改
善
し
て
い
る
。

　
　

  

評
価
で
は
、
津
波
の
波
力
や
圧
力

も
計
算
し
、
よ
り
安
全
側
に
評
価
し
て
い

る
。

答
2

　
　

  

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、

原
子
力
安
全
委
員
会
で
防
災
体
制
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
若
狭
地
域
の
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
震
度
７
で
も
耐
え
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
福
島
の
反

省
を
踏
ま
え
全
国
一
律
に
機
能
強
化
は
必

要
と
考
え
る
。
詳
細
が
決
ま
れ
ば
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

答
3

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
の
説
明
に

対
し
、
委
員
か
ら
は
、

　
　

  

原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
が
上
が
っ

た
場
合
に
備
え
設
置
す
る
フ
ィ
ル
タ
付
ベ

ン
ト
設
備
の
時
期
が
数
年
後
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
。

問
1

　
　

  

福
島
事
故
で
は
、
一
般
住
民
は
発
電

所
の
状
況
や
情
報
を
テ
レ
ビ
放
送
で
し
か

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
美
浜
で
は
通
報
等
の
対
応
は
大
丈
夫

か
。

問
2

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
関
西
電
力
㈱

は
、

　
　

  

多
様
な
設
計
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
原
子
炉

格
納
容
器
貫
通
部
は
既
存
の
も
の
を
使
う

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
配
管
設
置
等
に
も

時
間
を
要
す
る
た
め
、
設
置
完
了
は
数
年

後
と
し
て
い
る
。

答
1

　
　

  

万
が
一
、
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
起
き
た
な
ら
ば
、
住
民
の
方
に
も
直
ぐ

に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
、
し
っ
か
り
対
応

す
る
。

答
2

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
福
島
第
一
発
電
所

事
故
で
得
ら
れ
た
知
見
が
美
浜
発
電
所
に

お
い
て
適
切
に
反
映
さ
れ
る
か
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。

３
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原
子
力
災
害
被
災
自
治
体
調
査
を
踏
ま
え

た
課
題
及
び
問
題
を
国
に
要
請

　
　
　

月
9
日
に
、
全
国
原
子
力
発
電
所

　
　
　

所
在
市
町
村
協
議
会(

会
長･

河
瀬

敦
賀
市
長)

で
、
経
済
産
業
省
を
は
じ
め

内
閣
府
等
の
関
係
機
関
に
要
請
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
国
の
初
動
対
応
が
適
切
で

な
く
、
従
来
の
防
災
対
策
が
全
く
機
能
し

な
か
っ
た
実
状
か
ら
、
当
協
議
会
内
に
立

地
自
治
体
職
員
で
構
成
す
る｢

原
子
力
災

害
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ｣

を
設
置

し
、
被
災
自
治
体
と
の
意
見
交
換
等
を
通

じ
て
、
原
子
力
災
害
対
応
に
お
け
る
課
題

･

問
題
を
取
り
ま
と
め
要
請
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
山
口
町
長
も
当
協
議
会
の
副

会
長
と
し
て
同
行
し
、
今
後
の
原
子
力
政

策
の
明
確
化
や
、
防
災
道
路
の
重
要
性
等

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
福
井
県
原
子
力
防
災
総
合

訓
練
を
実
施

　
　
　

月
18
日
に
、
敦
賀
市
を
中
心
と
し

　
　
　

た
平
成
23
年
度
福
井
県
原
子
力
防

災
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
通

信
連
絡
体
制
の
確
立
を
は
じ
め
、
緊
急
時

医
療
活
動
等
の
災
害
対
策
の
習
熟
や
、
防

災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の
強
化
、

ま
た
住
民
の
原
子
力
防
災
に
対
す
る
理
解

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、

当
日
は
、
国
や
県
、敦
賀
市
等
の
１
２
０

機
関
と
敦
賀
市
の
住
民
、計
約
１
，５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
の
想
定
は
、
18
日
早
朝
に
若
狭
湾

沖
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、
日
本
原
子

力
発
電
㈱
敦
賀
2
号
機
に
お
い
て
、
全
電

源
喪
失
か
ら
炉
心
損
傷
の
恐
れ
が
あ
る
と

設
定
し
、
福
島
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

国
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
発
電
所
か

ら
半
径
5
㎞
圏
内(

予
防
的
措
置
範
囲(

P

　

A
　

Z))

の
住
民
を
自
家
用
車
等
で
敦
賀

市
外
へ
避
難
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
地

↑町災害対策本部(町役場)で
　町内の状況を各班から聴取
　する山口町長

↑町現地災害対策本部(敦賀原子力センター)
　で事故状況の収集する職員

【
要
請
項
目
】

●
被
災
地
の
復
旧･

復
興

●
安
全
規
制
体
制
の
充
実･

強
化

●
防
災
体
制
の
強
化

●
情
報
連
絡
体
制
の
強
化

●
災
害
対
応
の
強
化

●
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布･

服
用

●
住
民
対
応
の
強
化

●
健
康
管
理
体
制
の
強
化

●
原
子
力
政
策

●
電
源
三
法
交
付
金
の
充
実

↑枝野経済産業大臣に今後の原子力政策
　について伺う山口町長

↑細野環境大臣に防災対策の強化を求める
　山口町長

　

町
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
と
一
体
と

な
り
、
安
全
確
保
の
責
任
を
持
つ
国
が
、

国
民
全
体
の
安
全
確
保
と
安
心
を
得
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
安
全
対
策
等
を
講

じ
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

※
要
請
項
目
の
詳
細
は
、
全
国
原
子
力
発

電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(h
ttp

://w
w

w
.z

e
n

g
e
n

k
y
o
.o

rg
/

katu
d
o
u
/yo

u
b
o
u
.h

tm
l)

域
住
民
や
一
時
滞
在
者
に
対
し
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
や
ラ
ジ
オ
等
を
使
っ
た
情
報
伝

達
訓
練
、
ま
た
、
通
信
網
の
断
絶
に
よ
る

衛
星
電
話
を
使
用
し
た
通
信
訓
練
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

美
浜
町
で
は
、
住
民
避
難
は
実
施
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
町
役
場
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
国
を
は
じ

め
、
県
や
各
防
災
機
関
が
一
堂
に
介
し
、

屋
内
退
避
区
域
や
避
難
区
域
等
の
検
討
を

行
う
敦
賀
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
現
地

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

訓
練
中
は
、
町
役
場
に
設
置
し
た
災
害

対
策
本
部
と
、
現
地
災
害
対
策
本
部
間
で

事
故
状
況
や
避
難
情
報
等
の
情
報
を
共
有

し
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
音
声
告
知
放
送

等
に
よ
り
住
民
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
回
の
訓
練
で
得
た
課
題･

問
題
点
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
も
県
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

３

４
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回
収
場
所

・
町
役
場

・
町
立
図
書
館

・
佐
田
出
張
所

・
体
育
セ
ン
タ
ー(

久
々
子)

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
丹
生
支
所

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
菅
浜
支
所

・
新
庄
区
事
務
所

・
福
井
県
漁
連
早
瀬
支
所

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
本
所(

日
向)

の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

食

用
み廃

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(
担
当･
田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

用
廃
油(
使
用
済
の
て
ん
ぷ
ら
油

　
　
　

等)

を
ご
み
に
出
す
場
合
、
凝
固

剤
で
固
め
て
可
燃
ご
み
に
出
す
の
が
一
般

的
で
す
が
、
一
般
の
ご
み
よ
り
も
激
し
く

燃
焼
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
処
理
施
設

に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を

防
ぎ
、
ご
み
の
資
源
化
及
び
減
量
化
を
図

る
た
め
に
、
町
で
は
平
成
19
年
か
ら
食
用

廃
油
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
食
用
廃
油
は
、
専
門
業
者

に
引
き
取
ら
れ
家
畜
用
の
飼
料
用
添
加
物

等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
平
成
19
年
か
ら
始

め
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
年
々
回
収
量
を

増
や
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
は
約
１
，

５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
回
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
食
用
廃
油
の
回
収
方
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。ご
み
の
資
源
化
、

減
量
化
の
よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 食

み油

　

 

回
収
で
き
る
油
の
種
類

　

家
庭
で
廃
棄
さ
れ
る
液
状
の
植
物
性
食

用
油(

て
ん
ぷ
ら
油
、
コ
ー
ン
油
、
ご
ま

油
、
オ
リ
ー
ブ
油 

等)

※
賞
味･

消
費
期
限
切
れ
、
未
使
用
の
油

も
回
収
し
ま
す
。

　

 

回
収
時
間･

回
収
方
法

◆
回
収
時
間

　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

◆
回
収
方
法

　

使
用
済
み
の
油
は
“
て
ん
か
す
”
等
を

取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
、

各
回
収
場
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
、
必
ず
し
っ
か
り

と
蓋
を
し
、
油
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
食
用
油
以
外
の
油
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
混
入
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　各回収所には、この
回収ボックスを設置し
ています。
　設置場所は、それぞ
れの事務所にお問い合
わせください。

三方五湖一斉清掃にご協力いただき、ありがとうございました

　3月11日に三方五湖保全対策協議会の主催で実施した三方五湖
一斉清掃には、約400人の方にご参加をいただきました。参加し
てくださった皆さんにお礼申し上げます。
　皆さんのご協力のおかげで、燃えるごみ570kg、燃えないごみ
640Kgを収集することができました。
　三方五湖保全対策協議会では、今後も、三方五湖の環境と景観
の保全を目的とした清掃活動を行っていく予定です。今後とも皆
さんのご協力をお願いします。 ↑日向湖畔での清掃活動


